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③ 農薬検査のための前処理と検出：
特異的、選択的分離、検出装置を使って
精度よく農薬等の分析ができる
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残留農薬のオートアナライザー

MeOH

有姿抽出

(I)

(II)

waste

waste

(III)

waste

ペリポン

バルブ

オート
サンプラ

反応液洗浄液 分解液

SPE カート
リッジ 反応コイル

蛍光検出器PC

(I) 負荷
(II) 洗浄
(III) 溶出



双極子を持った官能基？

非常に弱い
双極子相互作用

距離依存性の小さい
疎水性相互作用
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どうしたら脱着できるの？
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HPLC-UVで簡単に測定できるぞ
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Thianphenicol

Florphenicol

MW 359.2
Log p ‐0.12
pKa 9.03

MW 358.2
Log p ‐0.27
pKa 9.76
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Chloramphenicol

MW 323.1
Log p 1.02
pKa 9.61
Molar Refractivity 72.6 cm3
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フェニコール系抗菌剤
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フロルフェニコール
109.5%

チアンフェニコール
77.6%

クロラムフェニコール
74.6%

m/z = 356m/z = 354
m/z = 321 標準品 (1 ppb)

添加

blank

5 g + 水 20 mL

Oasis HLB カートリッジ

水/MeOH (4+1) 5 mL 洗浄

酢酸エチル 3 mL 溶出

MgSO4/PNP 積層カートリッジ

酢酸エチル 3 mL 洗浄

MeOH  2 mL 溶出

HPLC-MSでの測定
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Imidacloprid
ネオニコチノイド用オート

アナライザー
MW 255.7
Log p 0.33
Molar Refractivity 62.3 cm3
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ま と め

距離依存性のある強い相互作用と弱い相
互作用の組み合わさった多足型吸着剤の
可能性（農薬の構造を認識する）

構造認識型の吸着剤と構造特異性の検出
法の組合わせによるオートアナライザー
の可能性


